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旬鈍婦黎
～
  ※組立作業時″、安全の/_‐め、必デヂ袋事の疾講夏を着用ιてから″ってζださιち

ハカマの底に安定座を差し込む(4ヶ 所)

安定座が入れにくい場合、安定座の下部に

布を当て金鎚等で叩き込んでください。

本体を起こし、もう 方の側板を上

から差 し込む (別 図 1参照)
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地板をハカマとハカマの間にはめる
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軽 くlFTつ てはめ込む

任意の位 置に棚受爪を引っ掛け、棚

1反 をセ ッ トし、完成 !!
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…倶1板 は、棚受ツ

メ用の抜き穴が

内側を向くよう

にはめ込んでく

ださい。

中型 <5段 >

H:1500

Vヽ:800

1):260

大型 <6段 >

H:1800

Vヽ:800

D:260


